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介護福祉実践における「ホスピタリティ」の応用の可能性第２報

学生の「ホスピタリティ」の捉え方

田口 潤・関谷 栄子・土川 洋子

１．研究の目的と意義

白梅学園の理念として，ヒューマニズムに根ざ

した教育をあげている。「ヒューマニズム」を理

解するために「ホスピタリティ」の持つ，「おも

てなしの心」を応用し介護実践の可能性を継続的

に探索していく。

昨年度の介護福祉実践における「ホスピタリティ」

の応用の可能性において，「ホスピタリティ」が

介護福祉現場で応用できるのかについて検討した。

その結果，一般的なサービスと福祉サービスには

サービスという概念自体に異なる点がいくつか見

られた。しかし，対象者に快適に過ごしてもらい

たい。と考え，他者として相手に関心を持つといっ

た項目については共通している。「ホスピタリティ」

を介護分野で応用していくことは可能であること

が明らかになった。また，「ホスピタリティ」の

定義は大きく，日本と英語で異なることが明らか

になった。福祉分野において介護保険導入後，福

祉サービスという考え方が浸透している。このサー

ビスは一般的なサービスと異なり，選択に限りが

ある。また，利用者が望んでいることと専門職か

らみた必要なサービスとの隔たりがある。この２

点から一般のサービスと同じように考えることが

難しい。

しかし，思いやりを持ち，人に対する愛情や優

しさはケアする中でも必要不可欠なことであり，

介護福祉士として不可欠な精神であることが明ら

かとなった。その研究の展望としては，教育対象

となる学生がどのように「ホスピタリティ」を知

り，知識を学ぶかについての工夫が必要である。

これは，学生の対人援助技術の質の向上を目指す

ために，その前段階として，「ホスピタリティ」

を学生がどのようにとらえているのかについて明

らかにすることが重要である。

今回は 2007年よりオリエンテーションゼミナー

ルとして，東京ディズニーリゾート で，１，２

年生合同のグループで事前，事後学習を通して，

「ホスピタリティ」について，学生がどのように

「ホスピタリティ」について学んでいき，自分た

ちの中でとらえ，自分の言葉で表現することがで

きるのかについて，この形式のオリエンテーショ

ンセミナーの事前事後シートを活用して「ホスピ

タリティ」の概念を明らかにすることを目的とし

た。

２．研究の方法

１）研究対象

本学科の学生１年生 42名２年生 63名に事前

学習シートと事後学習シートを実施した。その

うち，事前，事後学習シートにおいて，「ホス

ピタリティ」を選択した学生 16名であった。

２）期間

2008年４月 22日～2008年５月 13日であっ

た。

３）研究の手続き

学習シートのため各役割担当の教員に 13日

までに提出を求めたが，どちらかのシートが提

出されなくても再提出を求めることはなかった。

関心が明確な場合は，それに合わせて実施するこ

とが肝要である。また一方で，興味・関心が明確

でない場合は，今回の研究結果の内容から利用者

にプログラム選択をしていただくという方法も検

討できるのではないだろうか。
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また，個人が特定されないように分析を行うこ

ととした。

４）調査項目

① 事前課題

ⅰ あなたの考える「ホスピタリティ」とは。

ⅱ あなたの身の周りにある「ホスピタリティ」

（現状）または，「ホスピタリティ」のため

に必要な工夫（意見・疑問）

ⅲ 体験学主のテーマ

② ディズニーリゾートでみつけた「これから

の私」とし学んだことや今後活かせることを

まとめて書いた。

なお，「ホスピタリティ」と「バリアフリー」

いずれかについて書いてもかまわないという

ように記述している。そのため，「ホスピタ

リティ」について書いた学生のみを抜粋した。

５）分析の方法

自由記述にて書かれた文章の中から核になる

キーワードを抜き出し，筆者を含めて協力者を

得て，ＫＪ法的手法を用い分類し，分析した。

３．研究の結果

① 事前課題

ⅰ あなたの考える「ホスピタリティ」では。

「こころのこもったおもてなし」という回

答が 16名，全員にあった。

ⅱ あなたの身の周りにある「ホスピタリティ」

（現状）としては，「笑顔」「相手の立場に

立って考える」というカテゴリが抽出され

た。また，「ホスピタリティ」のために必

要な工夫（意見・疑問）としては，「創意」

「臨機応変」「わかりやすく，使用しやすい

工夫」というキーワードが出された。

② 事後課題

ⅲ ディズニーリゾートでみつけた「これか

らの私」とし学んだことや今後活かせるこ

とをまとめて書いた。

「利用者が快適に使用できるための配慮」「細

かい配慮」「お客様に合った乗り方を教える気配

り」「利用者さんが困らないようにスタッフがサ

ポートしてくれる」という「利用者が快適に使用

できるような細かい配慮や気配り，サポート」と

いう中項目のカテゴリーに「目を配らせている」

「心遣い」「気遣い」というのを合わせた『サポー

ト，気配り，心づかい，配慮』というカテゴリー。

また，「目線を同じ高さに合わせて話した」「同じ

目線で話す」「目線を合わせて話す」「同じ目線で

話してくれた」という「目線を合わせて話す」と

いう中項目のカテゴリーに「車いすの方に対して

同じ目線になる」を合わせた『どの人に対しても

同じ目線になる』というカテゴリー。さらに，

「笑顔」「笑顔を絶やさず仕事をこなす」という

『笑顔や笑顔を絶やさず仕事をする』というカテ

ゴリー。「みんなが楽しめる」「誰もが不自由なく

楽しめる」「障害を持ったお客さんにも同じよう

に楽しんでもらう」という「みんな誰もが不自由

なく楽しめる」という中項目カテゴリーと「楽し

む」「楽しんでもらおうとすること」という「楽

しんだり楽しんでもらおうとする」という中項目

のカテゴリーを合わせた『みんなが楽しんだり楽

しめる』「安心して遊べる」「満足して過ごすこと

のできる安心した空間づくり」という『安心して

満足して快適に過ごせる空間』「思いやり」「優し

い思いやりの心を持つ」「優しい心を持つ」とい

う『優しい思いやりの心を持つ』「丁寧に説明す

る」「きちんと説明する」「説明を丁寧にする」と

いう『親切に丁寧にきちんと説明する』そして，

「利用者のできることは自分でやってもらう」「利

用される人がどのような状態化の情報を把握する」

「自立支援をスタッフにも知ってほしい」という

『自立を支援する方法』とそれに対するカテゴリー

として「私たち（スタッフ）がやってあげられる

ことはやってあげたい」などのカテゴリーが抽出

された。（図１参照）

４．研究の考察

事前課題シートにおいて学生は，「ホスピタリ

ティ」について関心を寄せ，オリエンテーション



図１ ディズニーリゾートでみつけた「これからの私」
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として教員より話を聞くなかで「心のこもったお

もてなし」という定義を書き留めたにすぎない。

しかし，オリエンテーションゼミナールで，東京

ディズニーリゾート での，１，２年生合同のグ

ループ活動を通して，学生の「ホスピタリティ」

の捉え方に変化があった。

実際，お客さまに対しての対応として「目線を

合わせて話す」また，キャストの「笑顔」，また，

「誰もが楽しく過ごせる」しかも「安心」してと

いうことを体感していった。ホスピタリティの欧

米での３要素として「安心」「快適さ」「心遣い」

が挙げられていることから，どのキーワードも抽

出され，学生が，これらのキーワードが「ホスピ

タリティ」＝「心のこもったおもてなし」である

というように捉えていることがわかった。

学生自身が車いすに乗って，アトラクションを

体験することによってキャストの様々な対応を目

の当たりにし，「ホスピタリティ」を具体化する

ことが可能となった。

一方で，キャストは「自分（キャスト）ででき

ることはやってあげる」というのがもてなしであ

るという捉え方であったが，介護福祉士として，

利用者が「自立援助」ができるように「出来るこ

とは自分でやってもらう」ということが大切であ

るとキーワードより抽出された。このことから介

護の「ホスピタリティ」と一般的に言われている

「ホスピタリティ」は異なっていると捉えていた

ことが明らかになった。

事前学習シートと事後学習シートを通して「ホ

スピタリティ」をより各個人の中に具体化させる

ことができ，また，介護の中の「ホスピタリティ」

とホテルなどで捉えられる「ホスピタリティ」の

違いについて捉えることができたと考えられた。

５．研究の展望

学生は，東京ディズニーリゾート という空間

の中で「ホスピタリティ」について捉え，深める

ことはできた。しかし，一部にすぎない。学生全
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体で「ホスピタリティ」について一度捉える必要

がある。また，福祉実践のなかで「ホスピタリティ」

を捉えるとき，具体的にはどのような場面を指す

のか，学生自身現象を捉えきれていない。今後，

学生自身が今後に生かせるような形で「ホスピタ

リティ」を捉えるような方法について検討し，学

生各自が「ホスピタリティ」について捉えられる

ような試みをしていく事が必要であると考えられ

る。ここからも介護福祉を専攻している学生の中

には介護における「ホスピタリティ」についてよ

り具体的に捉えられるようにしていくことを今後

の検討課題としたい。

この原稿は，第 15回日本介護福祉教育学会に

て発表し，その原稿に加筆，修正を加えたもので

ある。
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